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現
在
飼
育
中
の
マ
ダ
ラ
の
稚
魚

所
長

菅

野

(側コーセイ印刷

平
成
六
年
の
新
春
を
迎
え
て

a・

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

平
成
六
年
の
新
春
を
迎
え
て
、
謹
ん
で
新

年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
け
ま
す
。

過
ぎ
し
平
成
五
年
は
、
米
の
大
凶
作
、

連
立
政
権
の
発
足
、
景
気
の
低
迷
、
米
の

開
国
等
ま
さ
に
激
動
の
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

本
県
の
沿
岸
漁
業
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
コ
ン
ブ
、
マ
ダ
ラ
の
不
漁
、
ス
ル

メ
イ
カ
、
ヤ
リ
イ
カ
の
好
漁
、
そ
し
て
ホ

タ
テ
ガ
イ
、
サ
ケ
は
ま
ず
ま
ず
の
生
産
量

と
な
り
ま
し
た
。
本
県
沿
岸
漁
業
の
中
心

で
あ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ヤ

リ
イ
カ
、
サ
ケ
、
コ
ン
ブ
、
ウ
ニ
、
ヒ
ラ

メ
、
カ
レ
イ
類
等
の
う
ち
、
特
に
ホ
タ
テ

ガ
イ
、
ス
ル
メ
イ
カ
は
供
給
過
剰
や
不
況

に
よ
る
消
費
の
低
迷
も
あ
っ
て
総
じ
て
生

産
者
価
格
が
低
水
準
で
推
移
し
、
漁
業
者

は
も
と
よ
り
漁
協
の
経
営
は
大
震
し
い

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
中
で
、
私
ど
も
水
産
増
殖
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
明
か
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
二

つ
あ
り
ま
し
た
。

薄

「
H
U
--=ロ

一
つ
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
進
め
て
お

り
ま
し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
全
面
新
築
が
無

事
完
工
し
、
四
昼
一干
臼
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
建
物
、
施
設
、
機
器
等
が

拡
張
・
整
備
さ
れ
、

二
十

一
世
紀
に
向
け

て
、
本
県
浅
海
域
に
お
け
る
栽
培
漁
業

・

養
殖
業
の
発
展
の
調
査
・
研
究
の
拠
点
と

し
て
、
今
後
職
員

一
同
こ
の
立
派
な
革
袋

に
新
し
く
、
良
い
酒
を
入
れ
る
よ
う
調

査
・
研
究
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
。二

つ
に
は
、
農
業
試
験
研
究

一
世
紀
記

念
式
典
が
昨
年
十

一
月
十
七
日
に
、
皇
太

子
殿
下
・
同
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
東
京

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
・
ホ

タ
テ
ガ
イ
研
究
グ
ル
ー
プ
が
「
ホ
タ
テ
ガ

イ
採
菌
、
養
殖
技
術
の
開
発
」
に
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

功
績
は
多
く
の
先
人
の
地
道
な
業
績
を
引

き
継
ぎ
、
か
つ
漁
協
や
漁
業
者
の
現
場
で

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
そ
し
て
こ
れ
を
支
え

て
く
れ
た
行
政
や
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
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大
別
し
ま
す
と
二
種
類
あ
り
ま
す
。一

つ

は
、
箱
形
の
網
成
を
な
す
型
、
も
う

一
つ

は
眼
鏡
網
と
称
す
る
定
置
網
(
落
網
)
を

沈
め
た
型
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
起
源
を
異
に

し
て
お
り
、
こ
こ
で
扱
う
も
の
は
前
者
の

箱
形
を
指
し
ま
す
。

技
術
開
発
に
努
め
る
ほ
か
開
発
さ
れ
た
技

術
を
市
町
村
、
池
山
刷
、
漁
業
者
等
へ
の
移

転
に
も
努
め
て
お
リ
ま
す
。
最
近
で
は
、

ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
エ
ゴ
ノ
リ
等
に
つ
い
て

技
術
移
転
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
漁
業
振
興
を
図
る
う
え
で
、
役
割

分
担
し
、
参
泊
す
る
こ
と
が
各
々
の
地
先

の
漁
業
振
興
の
定
着
に
大
き
な
力
と
な
る

も
の
と
信
じ
て
お
リ
ま
す
。

経
験
(
現
場
)
は
知
識
(
研
究
・
理
論

づ
け
)
を
、

知
識
は
経
験
を
代
理
で
き
な

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
に
聞
か
れ
た
も
の
、
地
域
と
密
着
し
た

も
の
、
漁
業
者
と
と
も
に
あ
る
機
関
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
漁
業
者
の
経
験
(
毎
日

ホ
タ
テ
ガ
イ
を
見
て
い
る
)
と
知
識
を

一

緒
に
し
な
が
ら
立
派
な
成
果
を
あ
げ
る
よ

う
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

終
わ
り
に
、
新
年
が
関
係
者
の
譲
に

と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

先
人
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
そ

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
職
員

一
同

一
層
の
精

進
を
重
ね
、
学
術
的
に
も
優
れ
、
何
よ
リ

も
産
業
に
役
立
つ
研
究
に
取
り
組
む
覚
悟

で
あ
リ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
六
年
度
は
、
漁
業
生
産
基

盤
や
漁
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
リ
の
深

い
、
漁
港
整
備
、
沿
岸
漁
場
の
整
備
開
発

(
沿
整
)
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
(
沿
構
)

等
の
諸
事
業
と
あ
わ
せ
て
栽
培
抽
出
業
も
新

た
な
長
期
計
画
の
も
と
で
出
発
す
る
年
で

あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
県
の
水
産
振
興

計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
活
力

と
魅
力
あ
る
水
産
業
の
実
現
を
目
指
し

て
、
こ
れ
ら
長
期
計
画
、
特
に
栽
培
漁
業

基
本
計
画
に
基
つ
い
て
、
栽
培
漁
業
と
養

殖
業
の
発
展
の
た
め
、
調
査
・
研
究
及
び

指
導
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
に
は
、
水
産
生
物
、
漁
場
、
豊
か

な
海
等
優
れ
た
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

資
源
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
見
つ
け
出

す
(
発
掘
)
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
上
手
に
利
用
・
活
用
す

る
の
は
人
で
あ
リ
ま
す
。
こ
の
資
源
と
人

の
中
に
、
そ
し
て
聞
に
様
々
な
技
術
が
あ

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な

鱈
底
建
網
の
開
発
(そ
の

ご
優

塩

土百

魚
類
部
長

木
枯
ら
し
が
吹
き
つ
の
り
、
家
々
の
屋

根
が
白
く
凍
り
つ
く
冬
至
前
後
、
陸
奥
湾

口
部
で
は
冬
場
の
勇
壮
な
漁
業
、
鱈
漁
の

豊
凶
を
占
う
初
漁
が
本

格
化
し
ま
す
乙

思
い
ま
す
。
今
後
数
回
に
分
け
て
、
開
発

の
ド
ラ
マ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鱈
底
建
網
漁
法
と
は
現
在

底
建
網
起
源
説

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
説
に
は
脇
野

沢
説
と
平
舘
説

(川
崎
他
、

一
九
五
四
)

図1 明治18年脇野沢村九鰻泊で開発された鱈建網因。
A:平面図、 B:前蚤網図(青森県漁具誌、青森県水産
試験場、 1991より)

底
建
網
の
ル

l
ツ
は

青
森
県
!

一
体
鱈
漁
に
何
時
の

頃
か
ら
底
建
網
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
?
ま
た
、

何
処
の
誰
が
ど
う
い
う

ヒ
ン
ト
か
ら
こ
の
よ
う

な
建
網
を
構
想
し
、
ま

た
開
発
し
た
の
で
し
ょ

う
か
?
こ
の
漁
法
が
本
県
人

の
手
に
よ
っ
て
多
大
の

犠
牲
を
払
っ
て
開
発
さ

れ、

実
用
化
さ
れ
た
事

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

⑨ 

青森県水産増殖センタ ーだよ り第66号

給

要

綱

ハ件
、
州
流
悶
?

〆画、

，画、
..". 

，-. 

，園、



青森県水産増殖センターだより第66号

綱錨

丙印

7 K 

30<:泊建言回告知《主同信訓告知告知告知£知建吉岡告知qC;o:ldC;同

戸¥

耳

目

要

蝉

出

t!J 

己出
世

E
E
 

戸h、、

垣 繍

E 
U 

図1の寸法より現代風に作図したもの(脇野沢村吉田治三郎氏製作)

の
二
つ
が
あ
リ
ま
す
。

先
ず
、
脇
野
沢
説
で
す
が
、

明
治
二
十

二
年
に
県
が
県
下
の
漁
具
漁
法
を
調
査

し
、
大
正
四
年
に
水
腫
試
験
場
か
ら
出
版

さ
れ
た
青
森
県
漁
具
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
九
鰻
泊
の
櫛
引
福
蔵
氏
が
明
治
十
八
年

に
開
発
し
た
と
さ
れ
る
鱈
建
網
起
源
説
で

す
(
笹
淳
、

一
九
五
七
)
。

図2

櫛
引
説
の
真
相

こ
の
記
載
に
あ
る
図
l
と
寸
法
を
基
に

脇
野
沢
在
住
の
建
網
に
経
験
の
深
い
吉
田

治
三
郎
氏
に
現
代
風
に
図
面
を
書
い
て
頂

い
た
の
が
図
2
で
す
。
同
氏
は
こ
の
図
面

か
ら
本
建
網
は
北
海
道
で
操
業
さ
れ
て
い

た
鯨
建
網

(角
網
)
に
陣
子
網
を
付
け
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
書
か
ら

は
底
の
網
成
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

垣
網
の
取
付
け
位
置
に
問
題
が
あ
る
等
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
担
当
者
の
網

に
関
す
る
知
識
不
足
に
原
因
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

こ
の
網
は
定
置
網
の

一
種
で
あ
り
、

主

に
鯛
網
で
あ
っ
た
の
が
、
た
ま
た
ま
鱈
も

漁
獲
さ
れ
た
事
か
ら
鱈
建
網
と
称
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で

す

(
青
森
県
水
産
試
験
場
、

一
九
九

二。

現
に
、
脇
野
沢
村
の
古
老
の
話
を
記
録

し
た
諸
書
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
当
地
で

鱈
底
建
網
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

戸----

.-、

一
、
脇
野
沢
村
櫛
引
福
蔵
は
明
治
十
八
年

鱈
及
び
鯛
の
建
網
を
工
夫
し
て
、
問
漁

業
の
発
達
に
貢
献
す
る
処
が
あ
っ
た
。

更
に
明
治
三
十
六
、
七
年
頃
に
至
り
、

脇
野
沢
に
鱈
底
建
網
を
試
み
て
好
結
果

を
収
め
、
喧
来
底
建
網
漁
業
が
普
及
し
、

大
正
年
間
に
は
湾
口
の
魚
道
に
殆
ど
隙

聞
な
く
建
込
ま
れ
、
為
め
に
湾
内
川
内
、

大
湊
沖
合
へ
は
回
遊
を
減
じ
て
、
此
の

方
面
は
遂
に
鱈
漁
を
見
ざ
る
に
至
っ
た

が
本
場
の
脇
野
沢
も
数
年
来
遂
に
回

遊
が
絶
え
た

(笹
湾
、

一
九
五
七
)。

一
、
明
治
四
十
年
、
瀬
野
の
立
石
サ
イ
チ

氏
が
津
軽
方
面
よ
り
導
入

(脇
野
沢
村

史
民
俗
編
)。

一
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、
新
井
田
部
落
の
山

崎
七
平
氏
に
婿
に
来
た
二
助、か
生
家
の

東
津
軽
郡
杉
村

(現
平
舘
村
)
か
ら
蝶

の
底
網
を
持
っ
て
来
て
改
良
し
た
の
が

初
ま
り
と
い
う
が
年
代
不
詳
(
高
松、

一
九
七
ハ
)。

以
上
の
よ
う
に
、
脇
野
沢
で
の
鱈
底
建

網
は
対
岸
の
上
磯
か
ら
の
技
術
導
入
が
始

ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う

で
す
。

今
回
は
肝
心
の
底
建
網
の
起
源
を
紹
介

す
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次

回
に
は
そ
の
原
型
を
考
案
す
る
ヒ
ン
ト
、

さ
ら
に
は
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
て
時
の

農
商
務
省
か
ら
大
銀
杯
を
授
与
さ
れ
る
ま

で
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

終
わ
り
に
な
リ
ま
し
た
が
、
脇
野
沢
村

文
化
財
保
護
審
議
委
員
吉
田
氏
に
は
そ
の

著

(吉
田、

一
九
九
O
)
と
と
も
に
有
益

な
ご
教
示
を
頂
い
た
こ
と
を
明
記
し
、
感

謝
し
ま
す
。

引
用
文
献

青
森
県
水
産
試
験
場

.
-
S】
・
改
訂
版
背

森
県
漁
具
誌

日
下
部
元
慰
智
現
代
語

訳
、
編
.
青
森
県
水
産
試
験
場
、

-S℃
 

川
崎
毅

一
・
西
山
作
蔵

・
中
村
秀
男
.

日由法・
青
森
県
漁
村
の
実
態
漁
具
に

就
い
て
ーし

青
森
県
水
産
資
源
調
査
報

告
第
三
号
別
冊
.

青
森
県
、

書
官

笹
津
魯
羊
.

5可
一
増
補
再
版
宇
曽
利

百
話
.
私
家
本
、
医
主
唱
「

高
松
敬
吉
.
日当
∞
.
下
北
半
島
・
脇
野

沢
村
の
鱈
漁
慣
習
俗
.
民
俗
学
研
究
、

お
(品)一握

笛

脇
野
沢
村
史
調
査
団
編

.
5
8
一
脇
野

沢
村
史
民
族
縄

脇
野
沢
村
役
場
、

司叶忍・

吉
田
治
三
朗

5
8
.
脇
野
沢
村
に
お

け
る
鱈
漁
の
変
革

脇
野
沢
村
教
育
委
員

会
編
、
脇
野
沢
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
調
査
報
告
第
一
集
、

-
1
5
事



出~民~出~同~民~話会話;0民~民;0民;O~民~民;0 4

陸
奥
湾
ニ
シ
ン
資
源
の
復
活
を
め
ざ
し
て

(
ニ
シ
ン
増
殖
試
験
の
経
過
)

魚
類
部
主
任
研
究
員

j面

坪

敏

明

本
県
に
お
け
る
ニ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
漁
業
の
童
及
び
県
単
独
事
業
の
ニ

シ
ン
培
殖
試
験
か
平
成
四
年
度
か
ら
五
カ

年
計
画
で
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
本

誌
第
四
九
、
五
O
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。か

つ
て
北
部
日
本
海
を
中
心
に
沿
岸
を

埋
め
つ
く
し
、
明
治
三
十
年
に
は
約
百
万

ト
ン
も
の
沿
岸
で
の
漁
獲
が
あ
り
、
わ
が

世
の
春
を
彊
歌
し
た
ニ
シ
ン
で
し
た
が
、

平
成
二
年
に
は
全
国
供
給
量
が
約
八
万
ト

ン
で
、
こ
の
う
ち
約
九
五
%
が
ア
ラ
ス
カ
、

カ
ナ
ダ
産
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(
大
西
洋
ニ
シ

ン
)
か
ら
の
輸
入
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
近
年
地
域
的
な
ニ
シ
ン
資
源
の

復
活
を
め
ざ
し
て
、
種
苗
生
産
・
放
流
の

取
組
み
が
昭
和
五
十
七
年
以
降
、
北
日
本

の
道
県
を
中
心
に
行
わ
れ
、
平
成
一二
年
に

は
約
百
万
尾
放
流
の
実
績
を
上
げ
、
さ
ら

に
上
積
み
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
増
殖
試
験
事
業

の
目
的
は
、
陸
奥
湾
で
の
ニ
シ
ン
資
額
の

復
活
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

青森県水産増殖センターだより第66号

こ
こ
で
は
、
平
成
四
、
五
年
度
の
試
験

結
果
を
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
近
年

二
度
の
資
源
噌
大
の
兆
候
の
み
ら
れ
た
北

海
道
沿
岸
で
の
漁
獲
動
向
及
び
本
試
験
事

業
が
開
始
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
昭
和
六

十
一
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
野
辺
地
町

漁
協
で
の
中
間
育
成

・
種
苗
放
流
事
業
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

三
度
目
の
増
大
は
?

図
I
に
昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成
一一
一年

の
北
海
道
沿
岸
で
の
ニ
シ
ン
漁
獲
量
の
推

移
を
示
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
本
場
北
海

道
で
は
三
十
年
ぶ
り
の
大
量
水
揚
げ
と
な

っ
た
昭
和
六
十

一
年
(
七
万
七
千
ト
ン
)

と
平
成
三
年

(
一
万
一

千
ト
ン
)
の
二
度
、

漁
獲
量
の
急
増
が
み
ら
れ
ま
す
。
油
門
縫
は

稚
内
周
辺
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
の
底
ひ
き

網
が
主
体
で
、
ほ
と
ん
ど
成
魚
に
な
る
前

に
漁
獲
さ
れ
、
現
在
は
資
源
悪
化
の
状
態

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ニ
シ
ン
の
南
下
が
、
稚
内

付
近
で
足
ぶ
み
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
が
、
で
は
三
度
目
の
増
大
は
い

，圏、

，画、

つ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ワ

一
度
悪
化
し
た
資
源
状
態

は
す
ぐ
に
は
回
復
し
な
い
も

の
で
す
が
、
近
い
将
来
ニ
シ

ン
が
産
卵
の
た
め
沿
岸
に
群

来
(
く
き
)
る
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に、

今
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
、
産
卵
漁

場
の
環
境
保
全
(
産
卵
床
と

な
る
藻
場
の
保
護
な
ど
)
と

種
苗
放
流
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

野
辺
地
地
先
の
放
流
二
シ

ン
稚
魚
・
通
算
百
万
尾
達

成平
成
三
年
ま
で
の
全
国
に

お
け
る
ニ
シ
ン
の
種
苗
生

産
・
放
流
状
況
を
図
2
に
一示

し
ま
し
た
。
北
日
本
の
太
平

洋
側
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
種
苗
生
産
機
関
は
凹
道

県
、
放
流
は
五
道
県
と
な
っ

て
い
ま
す
。
各
地
と
も
地
域

沿
岸
資
源
の
維
持
-
増
大
を

ね
ら
い
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
放
流
数
で
は
宮
城

県
が
最
も
多
い
で
す
が
、
平

成
四
年
に
は
本
県
で
も
四
O

万
尾
以
上
の
放
流
を
行
っ
て

野辺地町漁協におけるニシンの中間育成・放流実績

i明人全長や国 放 ijfc 判官歩留り僚議 全長体重
度 調2人年 月日 尾敏 (cm) (g) 放流年月日 尾数成日数 (%)尾数 標識 (叩) (g) 

S61 1勝田l年4月258 11，000 5.5 0.1 O訪問l年7月4日 10，∞010  90.91，0∞赤色JTM 9.1 6.6 s械県万石箱 B!lHIiI年1月11日-18日
61 B)C拘2年4月10日 30，0∞ 4. 0 B~師2年7月 9 日 14 ， 000 ω 80.0 1，000右隙sn" 12.3 13.1宮城県J沼市問団2年l月11日
61 B!lHIi3年4月12日 10，0∞ 5.1 0.9 B;;柿 3年6月30日 63，∞o 19 90.0 5，311 li:Il主主勧ヴト 10.1 且3 宮城県万石浦 BtlflJi3年11月16日
11I平i成l年4月4日 10，0∞ 5.1 l. 3平成l年6月7日 62，∞o 64 88.6 ι100 右1Il:車勧什 日6 8.5 gJ填阜万石南 Bll価3年11月27日
1'l'1或2年4月11日 84，000 4.9 平戒2年6月15日 70，000 64 83. 3 札000 却処勧ヲト 7.8 岩手県富古湾平成2年1月12日-16臼

3平成3年4月日日 9ι000 5.3 l. 1 平成3年6月10日 90，000 60 94. 7 1札000 右随劫叶 8.1 5.5 宮榔束万石i南平成3年1月10日
4平成4:::~ 4 月 14 ， 1 7 ， 24843札∞o 5.1 0.9 有印年6月17日400，0∞ 50叶 4 93.0 10，000 左腿劫ヲト 且o4.0宮城東万石1南平成4年l月9日
5平成5年4月27日 16札∞o6.1 平成5年6月14日150，000 48 93.8 1札0∞右随却叶 1.1 3.2宮城県万石浦平成5年l月20日

l*卵年月 日事見明、の由来

表1/由民

，画、

当センターで種苗生産したものを野辺地湾に放流分

放流標識

尾 数 尾 数

33， 000 なし

30， 400 なし

7，800 なし

60，000 60，000 A L C 

合

船
一昨

組
況

岬唯
一強

同
状

ヰ

協
獲
業
漁
漁
ン
町
シ
地
ニ
辺
の
野
で

表3表2

平成4年

8 
16 

平成3年

77 
56 
78 

採卵年月日

平成3年3月20日

平成4年 3月12日

平成4年3月12日

平成5年3月4日

税 t¥J，の由来

野辺地湾

岩手県宮古湾

岩手県宮古湾

岩手県富古湾

長
同
一
5

i

J

J

E

C
一
4

7

8

4

5

(
一

標識
年

度

H3 平成3年6月26日

4 平成4年7月17日

4 平成4年7月20日

5 平成5年5月22日

放流年月日

24 

魚 生産 稚魚

全長 飼育期間尾数 全長 生残率

(mm) 日 (千尾) (mm) % 
9.2~1 1. 0 74 45.2 

9. 3~ 9.5 113 48 76. 1~80. 5 22.9 
9. 6~10. 1 91 60 43.1 24.3 

※3年は事前試験
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ニシン増殖試験結果の概要
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い
ま
す
。

で
は
、
陸
奥
湾
で
の
放
流
状
況
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

野
辺
地
町
漁
協
で
は
ニ
シ
ン
の
群
来
復

活
を
め
さ
し
て
、
昭
和
六
十

一
年
度
か
ら

毎
年
四
月
に
岩
手
県
宮
古
市
の
日
本
栽
培

漁
業
望
書
古
事
業
場
か
ら
体
長
四
か
ら

六
四
の
稚
魚
を
受
け
入
れ
、

六
月
か
ら
七

月
ま
で
中
間
育
成
し
た
後
、
腹
鰭
カ
ッ
ト

の
標
識
を
し
て
陸
奥
湾
に
放
流
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
放
模
拡
尾
数
は
八
六
万
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戸田、、

戸町、、

九
千
尾
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

本
増
殖
試
験
(
平
成
三
年
は
野
辺
地
産
の

親
魚
か
ら
事
前
試
験
と
し
て
実
施
)
で
の

放
流
数
が

二二
万
千
二
百
尾
と
な
っ
て
い

ま
す
(
表
I
、
2
)
。

手
塩
に
か
け
た
ニ
シ
ン
稚
魚
の
旅
立
ち

は
、
通
算
で
は
約
百
万
尾
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
の
寿
命
は
二
十
年
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
放
流
魚
の
回
帰
も
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
放
流
効
果
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

後志
1且.._

戸-...

本
増
殖
試
験
の
経
過

種
苗
生
産
は
、
平
成
三
年
度
(
事
前
試

験
と
し
て
)
は
大
正
末
期
以
来
の
初
の
漁

獲
が
あ
っ
た
野
辺
地
産
の
親
魚
か
ら
、
平

成
四
、
五
年
度
は
陸
奥
湾
産
の
漁
獲
が
少

な
か
っ
た
(
表
3
)
た
め
、
岩
手
塁
呂
古

湾
産
の
親
魚
か
ら
卵
を
と
り
、
飼
育
を
行

い
ま
し
た
。

卵
は
人
工
授
精
を
行
い
、
目
の
細
か
い

網
を
張
っ
た
卵
枠
に
付
着
さ
せ
、
水
槽
内

北海道における近年のヱシン漁獲量

北海道

青森県200[ 3 
01 -ーーー・
51585960・1 62 63 Hl 2 3 

600， 4 

4|_1..1... 

，-.、

で
ふ
化
を
待
ち
ま
す
。
毎
年
=
一
月
に
卵
を

授
精
さ
せ
る
と
、
約
二
週
間
で
一
四
位

の
ニ
シ
ン
の
子
供
が
ふ
化
し
ま
す
。
図
3
、

表
4
に
当
セ
ン
タ
ー
で
の
飼
育
結
果
を
一
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
成
長
は
ふ

化
後

一
カ
月
で
二
回、

二
カ
月
で
三
国、

三
カ
月
で
四
か
ら
五
回
程
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
化
時
期
が
二
カ
月
ほ

ど
早
い
野
辺
地
で
の
中
間
育
成
の
結
果
か

ら
、
そ
の
後
の
成
長
を
み
る
と
、
ふ
化
後

半
年
で
十
∞
前
後
と
な
り
ま
す
。

岩手県

宮城県

図1

100( 6 
501 ol ・・・ E・LO・lJ圃L圃阻
57 58 59 60 61 82 63 Hl 2 3 

茨城県

生
残
り
の
状
況
は
、
平
成
四
、
五
年
度

は
ふ
化
後
三
カ
月
で
は
四
O
か
ら
五
O
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
中

間
育
成
で
の
減
耗
は
小
さ
く
、
ハ
O
か
ら

九
O
%
の
生
残
り
が
み
ら
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
ふ
化
後
三
カ
月
ま
で
の
生
残
り
を

良
く
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
種
苗
生
産
技

術
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ニ
シ
ン
の
成
長
・
生
残
り
は
、
ポ
ス
ト

ヒ
ラ
メ
と
し
て
栽
培
漁
業
の
対
象
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
ク
ロ
ソ
イ
と
比
べ
て
も

近年における全国でのニシン種苗放流状況

100 120 

ふ化後経過日数

80 60 

ニシンの成長

40 

図3

20 

図2

日6
~ 5 

IIIぽ4
4+13 
索。
陸トー
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遜
色
の
な
い
も
の
で
す
(
表
4
)
。

ニ
シ
ン
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
育
初
期
の
エ
サ
は
、

ワ
ム
シ
・
ア
ル
テ
ミ
ア
な
ど
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
与
え
ま
す
が
、

な
ん
と

一
カ
月
後

位
か
ら
は
人
工
の
エ
サ
(
配
合
飼
料
)
も

食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
お
か
げ
で
海

面
で
の
中
間
育
成
を
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
ニ
シ
ン
の

飼
育
は
比
較
的
容
易
で
、
中
間
育
成
に
よ

る
成
長
-
生
残
り
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

陸
奥
湾
で
の
漁
獲
は
平
成
三
年
以
降
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
リ
ま
す

が
、
確
実
に
、
育
っ
た
海
に
戻
っ
て
き
て

い
る
わ
け
で
す
。

水
槽
の
中
で
水
の
流
れ
に
向
っ
て
群
れ

て
泳
い
で
い
る
ニ
シ
ン
を
み
る
と
、
春
告

げ
魚
と
し
て
産
卵
の
た
め
陸
奥
湾
の
沿
岸

に
群
来
る
可
能
性
を
秘
め
た
た
く
ま
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

通
算
百
万
尾
の
種
苗
放
流
効
果
が
で

て
、
陸
奥
湾
産
の
親
魚
に
よ
る
種
苗
生
産

を
行
う
べ
く
、
受
け
入
れ
体
制
を
取
っ
て

い
ま
す
の
で
、
県
内

一
円
ど
こ
で
も
ニ
シ

ン
漁
獲
情
報
が
あ
リ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

青森県水産増殖センタ ーだより第66号

ナ
マ
コ
の
増
殖
に
つ
い
て

青
森
県
で
獲
れ
る
ナ
マ
コ
は
、
マ
ナ
マ

コ
と
呼
ば
れ
る
種
類
で
す
。
マ
ナ
マ
コ
に

漁場

アマモ場，画、、

~ 

貝
類
部
技
師

砂j尼域

~--可‘-

泉

土
砂

田

哲

は
、
内
湾
域
に
多
い
ア
オ
ナ
マ
コ
と
岩
礁

域
に
多
い
ア
カ
ナ
マ
コ
の
ほ
か
、
最
近
で

ナマコの生活場図1

(

ニ

掛

川間
ノ'‘、

3 2 63 62 

年

61 60 59 58 57 
戸曲、

青森県におけるナマコの漁獲量の推移

聞
く
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
房
状
の
も
の
が
出

て
き
ま
す
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
濃
い
の
が

卵
巣
で
、
白
っ
ぽ
い
の
が
精
巣
で
す
。

ま
た
、
マ
ナ
マ
コ
は

一
年
中
ご
ろ
ご
ろ

し
た
石
の
多
い
転
石
域
な
ど
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
転
石
域
の
な
か
で
は
小
さ
い
個

体
ほ
ど
浅
い
と
こ
ろ
に
、
大
き
い
個
体
ほ

ど
深
い
と
こ
ろ
に
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま

一

世

匝

F
E
E

村

町

町

町

村

村

町

町

市

市

他

沢

内

浜

地

舘

回

目

内

つ

森

の

野

川

横

辺

平

蓬

蟹

平

む

青

そ

脇

野
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200 180 

重量 (t ) 

県内におけるナマコの漁獲量の割合(平成3年)

は
皆
さ
ん
が
ク
ロ
ナ
マ
コ
と
呼
ん
で
い
る

ま
っ
黒
な
タ
イ
プ
が
と
こ
の
海
域
で
も
培

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
陸
奥
湾
で
は
ほ
と

ん
ど
が
ア
オ
ナ
マ
コ
の
よ
う
で
す
。

マ
ナ
マ
コ
は
、
ウ
ニ
や
ヒ
ト
デ
と
同
じ

赫
皮
動
物
と
い
う
仲
間
で
、
外
観
か
ら
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
オ
ス
、
メ
ス
の
区
別

が
あ
り
ま
す
。
五
月
こ
ろ
ナ
マ
コ
の
腹
を

160 140 120 100 80 60 40 20 。

図3
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す
が
、
図
ー
の
よ
う
に
結
構
大
き
い
も
の
、

小
さ
い
も
の
が
入
り
交
じ
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。

七
月
こ
ろ
水
温
が
一

七
度
か
ら
二
O
度

に
上
昇
し
て
く
る
と
、

餌
を
と
ら
な
く
な

り
、
徐
々
に
石
の
聞
に
入
っ
て
じ
っ
と
し

て
動
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
夏
眠
と

言
っ
て
い
ま
す
。
夏
が
過
ぎ
て
十

一
月
か

ら
十
二
月
に
水
混
が
低
下
し
て
く
る
と
、

夏
眠
か
ら
覚
め
て
ま
た
石
の
聞
か
ら
出
て

き
て
餌
を
と
リ
は
じ
め
ま
す
。
そ
し
て
、

少
し
ず
つ
転
石
域
か
ら
砂
泥
底
の
拘
場
に

出
て
き
て
、
ナ
マ
コ
桁
等
で
漁
獲
さ
れ
る

".-、、

，，-、、

わ
け
で
す
。

さ
て
、

青
森
県
内

の
ナ
マ
コ
の
漁
獲
量

を
過
去
十
年
間
さ
か

の
ぼ
っ
て
み
ま
す
と

(図
2
)
、
昭
和
五
七

年
の
五

一
八
ト
ン
を

ピ
l
ク
に
昭
和
五
八

年
、
五
九
年
と
減
少

し
、
六
O
年
か
ら
は

増
減
を
繰
り
返
し
、

平
成
三
年
に
は
五
O

五
ト
ン
ま
で
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

漁
獲
量
の
割
合

(図

3
)
を
見
る
と
、

陸

奥
湾
の
東
湾
側
が
主

漁
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。最

近
は
、
全
国
的
に
ナ
マ
コ
用
に
非
常

に
丈
夫
な
底
曳
網
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
盛
ん
に
転
石
域
の
中
ま
で
尚
丸
か
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
操
業
は

資
源
保
護
の
上
で
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
図
I
に
示
し
た

よ
う
に
親
ナ
マ
コ
の
生
活
場
と
、

稚
ナ
マ

コ
の
生
活
場
が
重
な
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
転
石
域
に
生
息
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
転
石
域
を
曳
く
こ
と
に
よ
り
、
親
ナ

マ
コ
は
獲
れ
ま
す
が
、
稚
ナ
マ
コ
の
付
着

人工採苗した稚ナマコ (10"-20mm)。
右は腹側から見たもの

戸-..

し
て
い
る
転
石
が
移
動
さ
せ
ら
れ
た
り
、

ア
マ
モ
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
リ
し
て
稚
ナ
マ

コ
が
傷
つ
い
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

人
工
種
苗
生
産
が
確
立
し
、
種
苗
放
流

が
大
規
模
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
に
は
こ
の
こ
と
が
支
陣
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
保
護
す

る
こ
と
が
資
源
を
守
る
た
め
に
は
大
事
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
六
凹

号
で
こ
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、

ナ
マ
コ

増
殖
管
理
技
術
開
発
試
験
と
し
て
の

一
年

目
で
あ
り
、
人
工
採
苗
に
よ
り
平
均
五
ミ

リ
ら
三
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
稚
ナ
マ
コ
一

万
個
を
生
産
し
、

そ
の

一
部
を
放
流
し
て

試
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
森
市
水
産

指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
施
設
を
新
設
し
て
、

来
年
度
か
ら
毎
年
二
O
万
個
の
種
苗
放
流

を
行
い
ナ
マ
コ
の
栽
培
漁
業
化
を
目
指
す

た
め
、
現
在
当
所
と
共
同
で
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
種
苗
の
大
量
生
産
と
放
流
後
の

問
題
点
克
服
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

の
".-、天
然
に
お
け
る
工
ソ
ア
ワ
ビ

稚
仔
の
付
着
状
況

貝
類
部
総
括
主
任
研
究
員

ア
ワ
ビ
再
生
産
機
構
の
解
明
に
関
す
る

研
究
の
う
ち
ア
ワ
ビ
ラ
l
ハ
調
査
の
一
環

と
し
て
、

今
年
盛
田
器
へ
の
天
然
稚
仔
の

付
着
状
況
を
平
内
町
茂
浦
地
先
と
風
間
浦

村
易
国
間
地
先
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

エ
ソ
ア
ワ
ビ
は
図
ー
の
よ
う
に
、
受
精

伊

藤

秀

明

後
一
五
ら
二
0
時
間
で
ト
ロ
コ
フ
ォ
ア
幼

生
と
し
て
ふ
化
し
、
約
二
日
後
に
は
幼
殻

が
形
成
さ
れ
、
ベ
リ
ジ
ャ
l
幼
生
を
経
て
、

四
ら
八
日
で
潮
間
格
や
水
深
三
m
前
後
の

浅
海
域
の
岩
雄
や
転
石
に
着
底
し
、
底
生

生
活
に
入
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
ア
ワ
ビ
ラ
l
パ
調
査
は
北
原

式
定
量
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト

の
垂
直
曳
き
採
集
に
よ
り
、
ベ

リ
ジ
ャ
i
幼
生
を
顕
微
鏡
下
で

探
索
し
て
い
ま
す
が
、
幼
生
の

浮
遊
期
聞
が
非
常
に
短
い
た
め、

週
二
回
程
度
の
頻
繁
な
調
査
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
シ
ダ
タ
ミ
・
ク
ボ

ガ
イ
、
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ
ラ
等

の
ア
ワ
ビ
と
近
縁
な
種
類
の
腹

足
類
の
幼
生
が

一
緒
に
出
現
し
、

個
々
の
種
の
出
現
時
期
、
幼
殻

表
面
の
模
様
、
大
き
さ
、
色
等

を
調
べ

て
分
類
す
る
た
め
、
熟

練
と
時
聞
が
か
か
る
作
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
梯
な
手
聞
を
か
け
る

アワビ属の生活史図1
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割
に
は
ラ
l
パ
の
出
現
数
は
非
常
に
少
な

く
、
稚
仔
の
発
生
を
把
握
す
る
に
は
困
難

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
付
着
稚
仔
に
な
る
と
、
エ

ゾ
ア
ワ
ビ
で
は
写
真
の
様
に
周
口
殻
が
形

成
さ
れ
、
か
つ
特
有
の
紋
様
が
見
ら
れ
、

他
の
近
縁
腹
足
類
と
容
易
に
識
別
で
き
ま

す
。
ま
た
、
採
苗
器
を
常
時
海
中
に
設
置

し
て
お
く
と
、
長
期
に
わ
た
る
継
続
観
察

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の

で
、
ネ
ッ
ト
曳
き
に
よ
る
ラ

i
バ
調
査
に

代
わ
る
方
法
と
し
て
、
採
苗
器
に
よ
る
稚

仔
の
付
着
状
況
か
ら
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
発
生

を
調
べ
る
事
を
試
み
て
み
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
と
調
査
方
法

施
設
は
図
2
に
示
し
ま
し
た
が
、
採
苗

器
の
強
度
を
高
め
る
た
め
、
ポ
リ
カ

l
ボ

青森県水産増殖センターだより第66号

浮玉

ネ
イ
卜
の
波
板
(
四

o
m×
一二

O
倒
)
を

塩
ビ
ボ
ル
ト
に
よ
り
2
枚
組
み
に
し
た
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
採
苗
器
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
付
着
珪
葎
(
ウ
ル
ベ
ラ
種
)

を
繁
殖
さ
せ
、
殻
長

一

c
m前
後
の
エ
ゾ

ア
ワ
ビ
稚
貝
を
這
わ
せ
て
、
ラ
l
パ
が
付

着
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

こ
の
採
苗
器
を
調
査
点
に
設
置
し
、
約

一
週
間
毎
に
回
収
す
る
と
い
う
事
を
く
り

返
し
、
回
収
し
た
採
苗
器
は
二
・五
%
ホ

ル
マ
リ
ン
溶
液
で
付
着
物
を
洗
い
落
と

し
、
顕
微
鏡
下
で
数
や
大
き
さ
を
調
べ
ま

し
た
。

ヱ
ゾ
ア
ワ
ビ
稚
仔
の
出
現
状
況

付
着
稚
仔
の
出
現
状
況
は
図
3
に
示
し

ま
し
た
。
茂
浦
に
お
い
て
は
八
月
末
に
回

収
し
た
採
苗
器
か
ら
出
現
し
始
め
て
十
月

中
旬
ま
で
続
き
、
九
月
中
旬
は

一
基
か
ら

一
五
個
も
見
つ
か
り
、
zm
換
算
す
る
と
四

五
・
ハ
個
と
か
な
り
高
密
度
に
出
現
し
ま

し
た
。

ま
た
、
易
国
間
地
先
で
も
八
月
下
旬
か

ら
出
現
し
始
め
、
十
月
中
旬
ま
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

出
現
し
た
稚
仔
の
大
き
さ
は
四
0
0
3

七
0
0
川
で
、
発
生
後
六
1
十
四
日
と

考
え
ら
れ
る
事
か
ら
、
本
年
度
、
茂
浦
地

易国間

エゾアワビ人工採苗施設の概要図2
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先
で
の
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
産
卵
は
八
月
下
旬

頃
か
ら
始
ま
り
、
九
月
上
旬
に
最
盛
期
を

迎
え、

九
月
下
旬

t
十
月
上
旬
に
終
了
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

易
国
間
で
は
八
月
中
旬
頃
か
ら
産
卵
が

始
ま
り
、
十
月
上
旬
ま
で
続
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
最
盛
期
を
唾
定
す
る

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
査
期
間
中
の
出
現
個
体
数
は
、
茂
捕

で
は
三
九
個
体
、
易
国
間
で
は
八
個
体
と
、

11 

図3

10 

。

茂
浦
の
方
が
多
く
の
個
体
が
出
現
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
茂
浦
地
先
の
調
査
地
点
は

水
深
約
三
3
六

m
と
ラ
l
パ
が
比
較
的
付

着
し
や
す
い
、
浅
い
水
深
な
の
で
予
想
以

上
の
付
着
が
み
ら
れ
、
易
国
間
地
先
で
は

水
深

一
O
mと
比
較
的
深
い
地
点
に
設
鐙

し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ

ト
に
よ
る
一
了
パ
調
査
の
代
わ
り
に
翠
田

器
に
よ
る
稚
仔
の
仕
着
状
況
か
ら
エ
ゾ
ア

ワ
ビ
の
発
生
を
推
定
す
る
手
法
は
、
か
な

り
今
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
来

年
度
以
降
も
調
査
地
点
を
考
慮
の
う
え
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。エゾアワビの付着稚仔(約420μm)


